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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
へ
飛
ば
さ
れ
た
少
年

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
５
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
突
然
、
地
球
日
本
か
ら
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
と
い
う
世
界
へ
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
っ
た
天
原
ハ
ヤ
ト
。
放
浪
の
末
、
魔
物
に
襲
わ
れ
る
が
、
ゼ
ル
ス
（
神
）

に
助
け
ら
れ
て
身
体
を
強
化
し
て
く
れ
た
上
に
ミ
ー
テ
ィ
ア
と
い
う
チ
ー
ト
な

馬
車
を
貰
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ヤ
ト
は
自
分
の
ギ
ル
ド
“
天
馬
の
翼
”
を
立
ち
上

げ
、
旅
が
始
ま
っ
た
・
・
・
　
※
こ
の
作
品
は
個
性
的
で
作
者
は
未
熟
で
す
。

遅
く
て
も
１
ヶ
月
で
更
新
す
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紹
介

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ギ
ル
ド
の
紹
介
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

☆
天
馬
の
翼

ペ
ガ
サ
ス
ウ
ィ
ン

ハ
ヤ
ト
が
立
ち
上
げ
た
何
で
も
屋
の
ギ
ル
ド
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
ハ
ヤ
ト
と

ペ
ガ
で
２
名
だ
け
の
小
さ
い
ギ
ル
ド
で
知
名
度
は
高
く
な
い
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

☆
ハ
ヤ
ト
・
ア
マ
ノ
ハ
ラ
（
天
原
ハ
ヤ
ト
）
※
主
人
公

性
別
／
年
齢
／
身
長
：
男
性
／
１
８
歳
／
１
７
０
ｃ
ｍ
（
原
作
開
始
の
時
点
）

外
見
：
“
Ｔ
Ｏ
Ｉ
”
の
ル
カ
・
ミ
ル
ダ
に
そ
っ
く
り
だ
が
、
日
本
人
な
の
で
髪

の
色
は
黒
。

服
装
：
黄
色
と
水
色
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
白
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
黒
い
長
ズ
ボ
ン

に
皮
の
靴
。

性
格
：
優
し
く
、
真
面
目
な
の
だ
が
、
騙
さ
れ
や
す
い
。

身
体
能
力
：
全
て
、
人
間
の
中
で
一
番
優
れ
て
い
る
（
魔
物
・
始
祖
の
隷
長
を

含
ま
な
い
）

武
器
：
片
手
剣

技
：
フ
レ
ン
・
シ
ー
フ
ォ
の
剣
技
＋
α
と
瞬
動
が
使
え
る
。

術
：
治
癒
術
を
全
て
使
え
る
。
攻
撃
魔
術
は
ホ
ー
リ
ー
ラ
ン
ス
と
デ
ィ
バ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ク
。

普
通
の
高
校
生
で
、
今
は
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ヴ
ェ
ス
ペ
リ
ア
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
だ
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
の
に
、
不
幸
に
も
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス

へ
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。
魔
物
に
襲
わ
れ
る
が
、
ゼ
ル
ス
に
助
け
ら
れ
る
。

☆
ペ
ガ
　
※
サ
ブ

ミ
ー
テ
ィ
ア
を
管
理
す
る
Ａ
Ｉ
で
ハ
ヤ
ト
の
旅
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
存
在
。
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☆
ペ
ガ
（
馬
）
　
※
サ
ブ

ペ
ガ
が
操
る
白
馬
ロ
ボ
ッ
ト
で
ミ
ー
テ
ィ
ア
を
牽
引
す
る
。
天
馬
に
変
形
し
て

飛
行
が
可
能
に
な
る
。

☆
ゼ
ル
ス
　
※
サ
ブ

神
の
始
祖
で
神
族
を
統
べ
る
王
。
外
見
は
「
天
地
無
用
」
の
津
名
魅
に
そ
っ
く

り
の
青
年
で
身
長
が
１
８
０
?
も
あ
る
。
女
性
に
み
え
る
が
性
別
は
男
で
も
女

で
も
な
い
。
ハ
ヤ
ト
が
居
た
世
元
と
別
で
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
が
あ
る
世

元
の
最
高
責
任
者
で
、
迷
い
子
の
ハ
ヤ
ト
を
助
け
る
。

Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｎ
の
第
１
作
「
真
剣
で
神
の
協
力
者
に
な
っ
た
二
人
」
の
と
同
一
人
物

で
す
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ミ
ー
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

＜
＜
説
明
＞
＞

ゼ
ル
ス
が
ハ
ヤ
ト
の
為
に
作
っ
た
メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
色
の
６
人
乗
り
馬
車
。

外
見
は
観
覧
車
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
横
に
伸
ば
し
た
よ
う
な
構
造
で
大
き
さ
は
ワ
ゴ

ン
車
と
同
じ
ぐ
ら
い
。
車
内
の
天
井
に
隠
し
扉
が
あ
り
、
そ
の
先
は
圧
縮
空
間

で
出
来
た
幾
つ
か
の
部
屋
が
あ
る
。

移
動
要
塞
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
踏
ま
れ
て
も
潰
れ
な
い
強
度
を
誇
る
。

＜
＜
隠
し
部
屋
＞
＞

☆
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

玄
関
ホ
ー
ル
で
端
に
出
入
口
が
あ
り
、
各
部
屋
に
繋
が
る
扉
が
６
つ
あ
る
。

☆
居
間
＋
寝
室
×
２

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぐ
部
屋
と
寝
室
で
１
セ
ッ
ト
の
個
室
。
そ
れ
が
２
室
あ
る
。

☆
食
堂
＋
厨
房

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
形
式
。
食
材
製
造
装
置
が
あ
る
の
で
食
べ
物
に
困
ら
な
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い
。

☆
洗
面
所
＋
パ
ス
ル
ー
ム

パ
ス
ル
ー
ム
は
露
天
風
呂
を
再
現
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
る
。

☆
工
房
＋
管
制
室

工
房
に
素
材
製
造
装
置
が
あ
る
の
で
ア
イ
テ
ム
作
成
に
困
ら
な
い
。
パ
ソ
コ
ン

も
あ
る
の
で
様
々
な
作
り
方
を
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
。
管
制
室
は
ペ
ガ
と
直
接
お

話
し
た
り
、
世
界
の
情
勢
を
確
認
し
た
り
出
来
る
。

☆
洗
濯
場
＋
お
手
洗

洗
濯
場
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
っ
て
早
く
洗
濯
・
乾
燥
を
済
ま
せ
る
事

が
出
来
る
。
お
手
洗
も
あ
る
の
で
、
外
で
用
を
た
す
抵
抗
が
あ
る
人
に
と
っ
て

有
難
い
。

構
造
は
以
下
の
通
り

○
寝
○
厨
○
寝
○

○
居
○
食
○
居
○

□
■
■
■
■
■
■

○
面
○
工
○
濯
○

○
パ
○
管
○
お
○

□
＝
出
入
口

■
＝
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
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旅
日
記
１
頁
目
　
旅
の
始
ま
り

＝
ユ
ル
ゾ
レ
ア
大
陸
　
南
部
＝

ハ
ヤ
ト
「
・
・
・
・
・
」

草
原
や
森
が
広
が
り
人
が
１
人
も
居
な
い
場
所
で
、
た
だ
１
人
立
つ
少
年
。
天

原
ハ
ヤ
ト
は
呆
然
と
し
て
い
た
。

ハ
ヤ
ト
（
何
で
僕
は
こ
ん
な
所
に
居
る
ん
だ
ろ
う
・
・
街
の
中
に
居
た
筈
な
の

に
・
・
）

ハ
ヤ
ト
は
近
く
に
人
が
居
な
い
か
確
認
す
る
為
に
周
り
を
見
回
す
。
し
か
し
、

遠
く
に
は
山
が
並
び
周
辺
は
草
原
や
森
だ
け
で
建
物
が
１
つ
も
無
か
っ
た
。

ハ
ヤ
ト
（
此
処
は
ア
フ
リ
カ
か
な
？
　
森
は
あ
る
け
ど
草
原
も
広
が
っ
て
い
る

し
）

ハ
ヤ
ト
は
人
が
居
る
場
所
を
探
す
為
に
歩
き
出
し
た
。
森
は
余
計
危
な
い
の
で

入
ら
な
い
。

数
時
間
後
・
・
・

ハ
ヤ
ト
「
疲
れ
た
・
・
お
腹
が
空
い
た
・
・
」

ハ
ヤ
ト
（
こ
ん
な
事
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
、
昼
食
を
多
め
に
食
べ
れ
ば
良
か
っ

た
・
・
）

ハ
ヤ
ト
は
歩
く
の
を
止
め
て
座
り
休
憩
を
す
る
。
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ハ
ヤ
ト
（
歩
い
て
も
歩
い
て
も
、
人
の
住
ん
で
い
る
場
所
と
こ
ろ
か
、
道
が
見

つ
か
ら
な
い
）

ハ
ヤ
ト
「
う
ぅ
・
・
」

ハ
ヤ
ト
（
ど
う
し
て
僕
は
こ
ん
な
目
に
・
・
悪
い
事
で
も
し
た
の
か
な
？
　
身

に
覚
え
は
無
い
け
ど
・
・
）

ガ
サ
ガ
サ
・
・

大
き
く
生
い
茂
っ
た
草
む
ら
が
揺
れ
る
。

ハ
ヤ
ト
「
！
？
」

ハ
ヤ
ト
（
ま
、
ま
さ
か
・
・
ラ
イ
オ
ン
？
　
も
し
、
ア
フ
リ
カ
な
ら
有
り
得
る

か
も
・
・
）

ハ
ヤ
ト
は
警
戒
し
て
、
揺
れ
る
草
む
ら
を
見
な
が
ら
後
退
す
る
。

パ
サ
ッ
！

草
む
ら
の
中
か
ら
３
匹
の
大
き
い
カ
マ
キ
リ
（
魔
物
）
が
飛
び
出
し
た
。

ハ
ヤ
ト
「
な
っ
！
？
　
か
、
カ
マ
キ
リ
の
化
け
物
っ
！
？
」

ハ
ヤ
ト
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
叫
び
な
が
ら
驚
愕
す
る
。

魔
物
「
ギ
・
・
ギ
ギ
」
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魔
物
は
鎌
を
鳴
ら
し
な
が
ら
ハ
ヤ
ト
に
近
寄
る
。

ハ
ヤ
ト
（
逃
げ
な
い
と
、
喰
わ
れ
る
）

身
の
危
険
を
感
じ
た
の
で
、
ハ
ヤ
ト
は
逃
走
し
た
。
そ
れ
を
追
い
か
け
る
為
に

魔
物
も
走
り
出
す
。

十
数
分
後
・
・
・

ハ
ヤ
ト
「
は
あ
・
・
は
あ
・
・
」

ハ
ヤ
ト
（
体
力
が
・
・
も
う
だ
め
・
・
）

ハ
ヤ
ト
は
諦
め
か
け
て
い
た
。
そ
の
時
・
・
・

ゴ
オ
ォ
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！

突
然
、
ハ
ヤ
ト
を
囲
む
竜
巻
が
発
生
し
て
魔
物
は
全
て
吹
き
飛
ん
で
い
っ
た
。

ハ
ヤ
ト
「
え
！
？
」

ハ
ヤ
ト
は
驚
き
な
が
ら
、
遠
く
へ
飛
ば
さ
れ
て
行
く
魔
物
達
を
見
送
っ
て
い
た
。

ゼ
ル
ス
「
少
年
。
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

水
色
長
髪
の
女
性
？
は
ハ
ヤ
ト
に
声
を
か
け
た
。
彼
女
？
は
神
々
を
統
べ
る
王

の
ゼ
ル
ス
で
あ
る
。

ハ
ヤ
ト
「
え
、
あ
、
大
丈
夫
で
す
。
お
姉
さ
ん
貴
女
は
誰
で
す
か
？
」
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ゼ
ル
ス
「
私
は
ゼ
ル
ス
。
貴
方
を
助
け
に
来
ま
し
た
」

ハ
ヤ
ト
「
ど
う
も
・
・
僕
は
天
原
ハ
ヤ
ト
と
い
い
ま
す
。
助
け
に
来
た
っ
て
ど

う
い
う
事
で
す
か
？
」

ゼ
ル
ス
「
貴
方
は
異
世
元
漂
流
者
だ
か
ら
で
す
よ
。
私
は
そ
の
者
を
助
け
る
義

務
が
あ
り
ま
す
」

ハ
ヤ
ト
「
異
世
元
漂
流
者
？
」

ゼ
ル
ス
「
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
平
行
世
界
か
ら
此
処
へ
飛
ば
さ
れ
た
迷
子
の

事
で
す
。
そ
の
確
率
は
宝
く
じ
よ
り
か
な
り
か
な
り
低
い
の
で
す
が
、
運
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

ハ
ヤ
ト
「
な
、
何
だ
っ
て
ー
ー
ー
ー
ー
ぇ
え
え
っ
！
？
」

ハ
ヤ
ト
は
大
声
を
上
げ
て
叫
ぶ
。
ゼ
ル
ス
は
両
手
で
自
分
の
耳
を
塞
い
だ
。

暫
く
し
て
・
・
・

ゼ
ル
ス
「
落
ち
着
き
ま
し
た
か
？
」

ハ
ヤ
ト
「
は
い
・
・
す
み
ま
せ
ん
。
僕
は
元
の
世
界
へ
帰
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

？
」

ゼ
ル
ス
「
・
・
・
・
・
」

言
い
に
く
い
の
か
、
ゼ
ル
ス
は
難
し
い
顔
に
な
る
。

ゼ
ル
ス
「
・
・
申
し
上
げ
に
く
い
の
で
す
が
、
帰
る
の
は
不
可
能
で
す
。
理
由
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は
、
違
う
世
元
・
・
平
行
世
界
は
無
数
に
存
在
し
て
貴
方
が
居
た
世
元
を
指
す

座
標
は
不
明
だ
か
ら
で
す
」

ハ
ヤ
ト
「
そ
、
そ
ん
な
・
・
」

ハ
ヤ
ト
は
絶
望
に
包
ま
れ
、
力
な
く
へ
た
り
込
ん
で
頭
を
下
げ
た
。

ゼ
ル
ス
「
ハ
ヤ
ト
・
・
・
」

ハ
ヤ
ト
「
・
・
・
僕
は
此
処
で
生
き
て
い
く
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
」

ゼ
ル
ス
「
そ
の
心
配
は
無
用
。
貴
方
が
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
で
不
自
由
の

無
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
そ
れ
が
“
当
世
元
の
最
高
神
”
と

し
て
の
義
務
な
の
だ
か
ら
」

ハ
ヤ
ト
「
え
！
？
」

ハ
ヤ
ト
は
驚
く
。
ゼ
ル
ス
は
神
が
此
処
に
居
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
其

処
で
は
な
い
。

ハ
ヤ
ト
「
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
っ
て
・
・
帝
国
の
首
都
ザ
ー
フ
ィ
ア
ス
や

ギ
ル
ド
が
集
ま
る
街
ダ
ン
グ
レ
ス
ト
と
か
在
り
ま
す
よ
ね
？
　
他
に
花
の
街
ハ

ル
ル
と
か
」

ゼ
ル
ス
「
え
え
、
全
て
在
り
ま
す
よ
。
知
っ
て
い
る
所
を
見
る
と
、
貴
方
が
居

た
世
元
で
は
地
球
と
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
の
交
流
は
有
る
よ
う
で
す
ね
」

ハ
ヤ
ト
「
い
や
、
交
流
は
無
い
で
す
」

ゼ
ル
ス
「
？
　
ど
う
い
う
事
で
す
か
？
」
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ハ
ヤ
ト
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
“
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ヴ
ェ
ス
ペ
リ
ア
”
の
世
界
な
ん
で

す
。
一
応
確
認
し
た
い
所
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ユ
ー
リ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
や
エ
ス

テ
リ
ー
ゼ
・
シ
デ
ス
・
ヒ
ュ
ラ
ッ
セ
イ
ン
と
い
う
人
物
は
い
ま
す
か
？
」

ゼ
ル
ス
「
成
る
程
。
そ
の
２
人
は
帝
都
ザ
ー
フ
ィ
ア
ス
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
」

ゼ
ル
ス
（
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
か
・
・
違
う
世
元
な
ら
有
り
得
る
な
）

ハ
ヤ
ト
「
ユ
ー
リ
は
騎
士
団
で
働
い
て
い
ま
す
か
？
」

ゼ
ル
ス
「
２
年
前
・
・
彼
は
１
８
歳
で
辞
め
て
い
ま
す
。
今
は
下
町
で
生
活
し

て
い
ま
す
よ
」

ハ
ヤ
ト
「
そ
う
で
す
か
・
・
」

ハ
ヤ
ト
（
物
語
が
始
ま
る
１
年
前
か
・
・
そ
の
通
り
に
進
む
か
は
怪
し
い
け
ど
）

ゼ
ル
ス
「
さ
て
、
貴
方
が
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
で
生
き
て
い
く
為
の
処
置

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
か
」

ハ
ヤ
ト
「
処
置
？
」

ゼ
ル
ス
「
え
え
、
ま
ず
は
・
・
」

ゼ
ル
ス
は
手
の
平
を
ハ
ヤ
ト
に
向
け
る
。
そ
し
て
一
瞬
、
光
が
ハ
ヤ
ト
を
包
み

込
ん
だ
。

ハ
ヤ
ト
「
っ
！
？
　
今
の
は
？
」
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ゼ
ル
ス
「
身
の
危
険
を
減
ら
す
為
に
身
体
能
力
を
強
化
し
て
お
き
ま
し
た
。
左

手
首
を
見
て
下
さ
い
」

ゼ
ル
ス
に
言
わ
れ
、
ハ
ヤ
ト
は
左
手
首
を
確
認
す
る
。
自
分
の
左
手
首
に
水
色

の
宝
石
が
付
い
た
腕
輪
を
は
め
ら
れ
て
い
た
。

ハ
ヤ
ト
「
こ
の
腕
輪
は
も
し
か
し
て
、
武
醒
魔
導
器
で
す
よ
ね
？
」

ゼ
ル
ス
「
そ
の
通
り
で
す
。
全
て
の
術
技
を
記
憶
し
て
あ
り
ま
す
が
資
質
上
、

貴
方
は
剣
の
技
と
光
の
魔
術
を
含
む
治
癒
術
の
２
つ
し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で
覚

え
て
お
い
て
下
さ
い
。
あ
と
、
今
の
貴
方
は
術
技
に
頼
る
剣
の
素
人
同
様
な
の

で
強
敵
と
の
無
理
な
戦
闘
は
し
な
い
よ
う
に
」

ハ
ヤ
ト
「
は
い
」

ゼ
ル
ス
「
魔
核
の
代
わ
り
に
ゼ
ル
ス
フ
ィ
ア
を
使
っ
た
私
の
特
別
製
で
魔
導
器

が
術
式
を
処
理
し
ま
す
の
で
無
詠
唱
で
術
を
発
動
出
来
ま
す
」

ハ
ヤ
ト
「
と
て
も
便
利
で
す
ね
。
ゼ
ル
ス
フ
ィ
ア
っ
て
何
で
す
か
？
」

ゼ
ル
ス
「
ゼ
ル
ス
フ
ィ
ア
は
無
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
宝
石
で
、
私
し

か
精
製
出
来
ま
せ
ん
」

ハ
ヤ
ト
「
え
え
っ
！
　
大
丈
夫
な
の
？
　
下
手
し
た
ら
世
界
が
吹
き
飛
び
そ
う

な
ん
だ
け
ど
・
・
も
し
、
盗
ら
れ
た
ら
・
・
」

ゼ
ル
ス
「
私
だ
け
出
力
の
制
限
と
使
用
者
を
指
定
出
来
ま
す
の
で
心
配
要
り
ま

せ
ん
」

ハ
ヤ
ト
「
ほ
っ
。
良
か
っ
た
・
・
最
大
出
力
は
ど
れ
位
で
す
か
？
」
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ゼ
ル
ス
「
貴
方
が
使
え
る
最
強
の
術
“
デ
ィ
バ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ク
”
を
全
力
で

使
え
ば
、
山
に
直
径
１
２
メ
ー
ト
ル
の
深
い
大
穴
が
出
来
ま
す
。
貴
方
な
ら
使

い
方
を
誤
る
心
配
は
無
い
で
し
ょ
う
」

ハ
ヤ
ト
「
は
は
は
・
・
ソ
ウ
デ
ス
カ
・
・
」

ハ
ヤ
ト
（
初
対
面
な
の
に
信
用
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
・
・
扱
い
に
気
を
付
け
よ

う
）

ハ
ヤ
ト
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
、
力
を
正
し
く
使
う
と
誓
っ
た
の
だ
っ
た
。

ゼ
ル
ス
「
次
は
衣
食
住
を
用
意
し
ま
す
。
街
の
住
人
か
、
旅
の
人
か
、
選
ん
で

下
さ
い
」

ハ
ヤ
ト
「
旅
の
人
で
お
願
い
し
ま
す
。
折
角
、
本
物
の
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー

ス
に
来
た
ん
だ
か
ら
色
ん
な
所
を
回
っ
て
み
た
い
」

ゼ
ル
ス
「
分
か
り
ま
し
た
」

ゼ
ル
ス
は
了
承
し
て
振
り
返
り
、
ハ
ヤ
ト
に
背
を
向
け
た
。

ゼ
ル
ス
「
出
で
よ
！
　
ペ
ガ
と
ミ
ー
テ
ィ
ア
！
」

ゼ
ル
ス
は
唱
え
る
と
前
方
の
空
間
に
穴
が
開
い
て
、
其
処
か
ら
白
馬
と
馬
車
が

出
現
し
た
。

馬
ペ
ガ
「
ヒ
ヒ
ー
ン
」

ハ
ヤ
ト
「
す
、
凄
い
・
・
・
だ
け
ど
、
何
で
馬
車
な
ん
で
す
か
？
」
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ゼ
ル
ス
「
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
で
の
移
動
手
段
は
馬
車
が
主
流
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
従
っ
た
だ
け
で
す
」

ハ
ヤ
ト
「
た
、
確
か
に
・
・
・
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ヴ
ェ
ス
ペ
リ
ア
を
プ
レ
イ
し
て

い
た
時
、
自
動
車
や
飛
行
機
を
１
つ
も
見
か
け
な
か
っ
た
し
」

ゼ
ル
ス
「
そ
の
馬
車
は
ミ
ー
テ
ィ
ア
と
呼
び
、
上
部
に
圧
縮
空
間
を
利
用
し
て

造
っ
た
貴
方
の
家
が
あ
り
ま
す
の
で
大
切
に
使
っ
て
下
さ
い
ね
」

ハ
ヤ
ト
「
え
、
あ
・
・
は
い
！
」

ハ
ヤ
ト
（
圧
縮
空
間
は
架
空
の
技
術
な
ん
だ
け
ど
、
神
様
は
凄
い
な
ぁ
・
・
）

ゼ
ル
ス
【
ペ
ガ
。
私
は
帰
り
ま
す
の
で
、
ハ
ヤ
ト
の
面
倒
を
見
て
あ
げ
て
下
さ

い
】

ゼ
ル
ス
は
ペ
ガ
に
念
話
を
飛
ば
す
。

ペ
ガ
【
了
解
し
ま
し
た
。
創
造
主
】

ペ
ガ
も
念
話
で
返
し
、
返
事
を
し
た
。

ペ
ガ
【
初
め
ま
し
て
。
私
は
ミ
ー
テ
ィ
ア
の
Ａ
Ｉ
ペ
ガ
で
す
】

ハ
ヤ
ト
「
っ
！
？
　
今
の
は
・
・
頭
の
中
に
言
葉
が
入
っ
て
く
る
・
・
」

ゼ
ル
ス
「
ペ
ガ
が
貴
方
に
念
話
を
か
け
て
い
ま
す
よ
。
ペ
ガ
に
伝
え
た
い
言
葉

の
念
を
込
め
て
み
て
下
さ
い
」
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ハ
ヤ
ト
「
は
い
。
や
っ
て
み
ま
す
」

ハ
ヤ
ト
【
初
め
ま
し
て
。
僕
は
天
原
ハ
ヤ
ト
と
い
い
ま
す
】

ハ
ヤ
ト
は
頑
張
っ
て
ペ
ガ
に
念
話
を
飛
ば
し
た
。

ペ
ガ
【
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
ね
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
】

ハ
ヤ
ト
【
こ
ち
ら
こ
そ
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
】

ゼ
ル
ス
「
ハ
ヤ
ト
。
私
は
天
界
へ
帰
り
ま
す
が
、
何
か
要
望
あ
れ
ば
言
っ
て
下

さ
い
」

ハ
ヤ
ト
「
あ
、
此
処
は
テ
ル
カ
・
リ
ュ
ミ
レ
ー
ス
の
ど
の
辺
り
で
す
か
？
」

ゼ
ル
ス
「
此
処
は
、
記
録
さ
れ
て
い
る
世
界
地
図
で
左
上
に
位
置
す
る
ユ
ル
ゾ

レ
ア
大
陸
の
南
部
で
す
。
北
部
に
温
泉
が
あ
る
町
し
か
人
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
」

ハ
ヤ
ト
「
温
泉
か
ぁ
・
・
行
っ
て
み
た
い
な
」

ゼ
ル
ス
「
ペ
ガ
に
頼
め
ば
、
行
け
ま
す
よ
。
た
だ
・
・
」

ハ
ヤ
ト
「
？
」

ゼ
ル
ス
「
料
金
が
１
人
に
つ
き
５
万
ガ
ル
ド
か
か
り
ま
す
」

ハ
ヤ
ト
「
高
っ
！
　
そ
ん
な
に
す
る
の
？
」

ゼ
ル
ス
「
貴
族
の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
の
で
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
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に
入
り
た
い
な
ら
５
万
ガ
ル
ド
用
意
し
ま
す
が
・
・
ど
う
で
す
か
？
」

ハ
ヤ
ト
「
い
え
、
遠
慮
し
ま
す
。
自
分
で
ギ
ル
ド
を
設
立
し
て
お
金
を
貯
め
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

ゼ
ル
ス
「
ふ
ふ
っ
、
分
か
り
ま
し
た
。
困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
、
ペ
ガ
を
通
し
て

私
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
忙
し
い
身
で
す
の
で
、
返
事
が
遅
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
・
・
」

ハ
ヤ
ト
「
は
い
！
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

ゼ
ル
ス
「
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
。
貴
方
に
良
い
旅
を
」

ゼ
ル
ス
は
ハ
ヤ
ト
に
挨
拶
し
た
後
、
転
移
術
で
天
界
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

ペ
ガ
【
ハ
ヤ
ト
。
行
き
先
の
指
定
を
お
願
い
し
ま
す
】

ハ
ヤ
ト
【
ギ
ル
ド
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
見
た
い
か
ら
ダ
ン
グ
レ
ス
ト
ま
で
お

願
い
し
ま
す
】

ペ
ガ
【
陸
が
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
飛
ん
で
行
き
ま
す
が
、
宜
し
い
で
す
か

？
】

ハ
ヤ
ト
【
構
い
ま
せ
ん
・
・
・
っ
て
、
空
を
飛
べ
る
の
？
】

ペ
ガ
【
は
い
。
と
り
あ
え
ず
、
ミ
ー
テ
ィ
ア
の
中
に
入
っ
て
下
さ
い
】

ミ
ー
テ
ィ
ア
の
ド
ア
は
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
自
動
で
開
く
。

ハ
ヤ
ト
【
ド
ア
も
動
か
せ
る
ん
で
す
ね
】
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ハ
ヤ
ト
（
車
内
は
ワ
ゴ
ン
車
の
中
と
似
て
い
る
け
ど
、
運
転
席
が
無
い
か
ら
広

い
な
ぁ
・
・
）

ハ
ヤ
ト
は
ミ
ー
テ
ィ
ア
に
搭
乗
す
る
。
そ
の
後
、
ド
ア
が
自
動
で
閉
ま
る
。

ペ
ガ
【
通
常
モ
ー
ド
か
ら
飛
行
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
ま
す
！
】

ミ
ー
テ
ィ
ア
の
前
方
に
立
つ
馬
ペ
ガ
は
翼
を
出
し
広
げ
て
天
馬
に
な
っ
た
。

ハ
ヤ
ト
（
す
、
凄
い
。
何
と
い
う
神
秘
的
な
・
・
）

ペ
ガ
【
驚
い
て
い
ま
す
ね
。
ハ
ヤ
ト
】

ハ
ヤ
ト
【
う
ん
・
・
あ
、
そ
う
だ
！
　
僕
の
ギ
ル
ド
名
は
“
天
馬
の
翼
”
と
名

付
け
よ
う
】

ペ
ガ
【
そ
の
ま
ま
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
良
い
ギ
ル
ド
名
で
す
ね
】

ハ
ヤ
ト
【
何
だ
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
な
～
。
ペ
ガ
、
出
発
よ
ろ
し
く
】

ペ
ガ
【
は
い
。
で
は
・
・
・
発
進
し
ま
す
】

天
馬
ペ
ガ
は
ミ
ー
テ
ィ
ア
を
引
き
、
助
走
を
つ
け
て
大
空
へ
飛
び
上
が
る
。
１

８
０
度
旋
回
し
、
ダ
ン
グ
レ
ス
ト
を
目
指
し
て
北
東
へ
進
ん
だ
。
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旅
日
記
１
頁
目
　
旅
の
始
ま
り
（
後
書
き
）

ハ
ヤ
ト
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

別
の
作
品
「
真
剣
で
神
の
協
力
者
に
な
っ
た
二
人
」
と
並
行
し
て
物
語
を
書
い

て
い
き
ま
す
。

更
新
は
遅
く
な
り
ま
す
が
、
１
ヶ
月
以
内
で
更
新
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

で
は
ま
た
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

テルカ・リュミレースへ飛ばされた少年
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